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一書店・道新販売所で発売中

従
来
の
手
術
で
、
甲
状
進
医
療
の
施
設
認
定
の
準

・5

弓
聞
く
程
度
で
済
む
。
話
す
。
腺
を
す
べ
て
切
除
し
た
場
備
を
進
め
、
患
者
の
負
担

傷
は
小
さ
く
、
鎖
骨
の
下
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
手
合
の
手
術
代
は
保
険
が
適
軽
減
を
目
指
し
て
い
る
。

は
衣
服
で
隠
れ
や
す
い
位
術
は
、
術
後
日
日
程
度
の
用
さ
れ
、
患
者
の
自
己
負
摩
生
労
働
省
に
よ
る

置
だ
。
入
院
が
必
要
だ
が
、
内
視
担
分
は
約

5

万
円
(
3割
と
、
バ
セ
ド
ー
病
の
内
視

手
術
を
受
け
た
女
性
鏡
を
使
え
ば
切
開
部
分
が
負
担
)
。
ご
が
、
内
視
鏡
鏡
手
術
で
先
進
医
療
が
認

初
の
手
術
は
口
日
、
甲
の
手
術
は
首
の
前
部
を
メ
は
、
術
後
の
病
棟
で
「
想
小
さ
い
だ
け
に
、
「
体
へ
手
術
は
保
陰
適
用
外
。
日
め
ら
れ
て
い
る
の
は
日
本

状
膜
内
視
鏡
手
術
の
第
一
.
‘
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ト
医
大
な
ど
道
外
の
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施

人
者
で
日
本
医
科
大
(
東
日
三
豆
い
、
が
宝i
E
V
H
H
若
手
t

、
設

V

京
)
内
分
泌
外
科
の
清
水
品
川
恒
レ
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白
山
医
師
は
「
い
つ
先

一
雄
主
任
教
授
や
、
旭
医
・
;
ト

;
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進
医
療
の
施
設
に
認
定
さ

大
耳
鼻
咽
喉
科
の
片
山
昭
傷
口
小
さ
く
、
入
院
も
短
縮
れ
も
か
分
か
ら
な
い
が
、

公
医
師
ら
が
、
回
代
女
性
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人
で
も
多
く
の
道
民
に

に
行
っ
た
。
直
径5
戸
の
ス
で
叩
吟
程
度
聞
く
た
像
以
上
に
傷
が
小
さ
く
、
の
負
担
も
少
な
く
、
入
院
本
医
大
で
は
手
術
代
約
ロ
体
と
心
に
優
し
い
手
術
を

内
視
鏡
を
用
い
、
画
像
を
め
、
大
き
な
傷
痕
が
ケ
ロ
安
心
し
ま
し
た
」
と
笑
顔
期
間
も
短
縮
で
き
、
働
く
万
円
の
全
額
が
自
己
負
担
提
供
レ
た
い
」
と
話
す
。

見
な
が
ら
手
術
は
進
ん
イ
ド
状
に
残
る
こ
と
が
あ
で
話
し
た
。
甲
状
腺
の
病
人
も
治
療
を
受
け
や
す
と
い
う
。

一

手
術
な
ど
に
関
す
る
間

だ
。
約2
時
間
で
終
わ
り
、
っ
た
。
だ
が
、
内
視
鏡
手
気
は
女
性
に
多
い
。
片
山
い
」
と
言
う
。
旭
医
大
は
手
術
代
は
保
い
合
わ
せ
は
同
大
事
務
部

患
者
は
3

日
後
の
羽
田
に
術
は
挿
入
の
た
め
の
5

戸
医
師
は
「
術
後
の
見
た
目
た
だ
し
、
内
視
鏡
手
術
険
適
用
さ
れ
な
い
が
、
そ
医
療
支
援
課
宮
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退
院
し
た
。
の
穴
と
、
患
部
を
取
り
出
も
よ
く
、
患
者
の
精
神
的
に
は
課
題
も
あ
る
と
い
の
ほ
か
入
院
費
な
ど
に
保
・

6
9

・
3
0
0
8

ヘ
。

同
大
に
よ
る
と
、
従
来
す
た
め
に
鎖
骨
の
下
を
3

負
担
を
軽
く
で
き
る
」
と
う
。
費
用
の
負
担
だ
。
険
診
療
が
適
用
さ
れ
る
先

旭
川
医
大
が
、
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
過
剰
に

分
泌
さ
れ
る
バ
セ
ド
ー
病
に
、
内
視
鏡
を
用
い

た
手
術
を
始
め
た
。
バ
セ
ド
ー
病
の
内
視
鏡
手

術
は
道
内
で
初
め
て
。
傷
口
が
小
さ
く
て
済
み
、

入
院
期
聞
が
短
く
な
る
な
ど
利
点
が
多
い
。
同

大
は
こ
の
手
術
で
「
道
内
の
拠
点
病
院
」
を
目

指
す
方
針
だ
。
(
旭
川
報
道
部
田
口
谷
優
子
)

大とパ

医震片セ山ド
)昭|

公病
医の
師内
(視

奈撃
ら術
2 を
番行
目う
)清

守主
17 友陸
自主
、任

旭教
川授
医(
大左
(端
同)

バ
セ
ド
ー
病

の
ど
仏
の
下
に
あ

る
甲
状
腺
で
作
ら

れ
、
新
陳
代
謝
を
活
発
に

さ
せ
る
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン

が
過
剰
に
分
泌
さ
れ
る
病

気
。
免
疫
の
異
常
で
起
こ

る
。
女
性
に
多
い
。
症
状 は

甲
状
腺
の
腫
れ
、
眼
球

突
出
、
脈
が
速
く
な
る
な

ど
。
治
療
は
分
泌
を
抑
え

る
薬
の
服
用
、
放
射
性
ヨ

ー
ド
入
り
カ
プ
セ
ル
の
服

用
、
甲
状
腺
を
切
除
す
る

手
術
が
あ
る
。
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